
国際交流

～グローバル化に対応する全学的な取り組み～

さくら21プロジェクト

愛知大学の留学制度

　共通教育科目、専門教育科目で深めた日本文化・社会に関する知識を、いかに発信
するかを主体的に考え実践するアクティブ・ラーニングを展開しています。異なる文化的
背景を持つ人 と々の交流を通じて、相互理解を深め、共生力・協働力を養います。JICA
中部とは、本学との連携協定を活かし、積極的な交流活動を展開しています。

　本学の育成するグローバル人材像は、「語学力」「人間力」「異文化理解力」「日本理解・発信力」「協働力」の5つを併せ持った人材です。とくに「さく
ら21」プロジェクトを通じて「日本理解・発信力」を強化し、本学の建学の精神の一つである「国際的教養と視野を持った人材の育成」を体現する形で
グローバル人材を育成し、社会に送り出すことを目標としています。

育成するグローバル人材像

　日本社会全体がグローバル化する現在、自分とは異なる文化的背景を持つ人 と々の交流が、特別なことではなくなっています。そこで求められる力と
は、相手が外国人であろうと日本人であろうと、物怖じせずに話しかけることができる力です。しかし、深く語り合うためには、まず日本に関する知識を備え、
意見を持ち、それを対外的に発信することのできる力、つまり「日本理解・発信力」が重要です。これらの力を強化するためのプロジェクトが「さくら21」で
す。「さくら21」プロジェクトでは、正課科目（さくら21科目）を体系的に整備している他、さまざまな正課外活動を実践の場として全学的に展開しています。
正課・正課外による相乗効果により、本学の育成するグローバル人材像の体現に取り組んでいます。

※日本を理解・日本発信力を磨く取り組みの総称です。

※

正課科目（一部） 正課外活動「さくら21企画」2017年度の活動報告（一部）
 さくら２１科目

1 育成する
グローバル人材像

卓越した語学力と
コミュニケーション力

「日本」を理解・
発信する力

異文化
理解力

優れた
人間力・
実践力

協調性・
共生力・
協働力

年次　
2 年次　 3年次　 4 年次　

語学力
コミュニケーション力
人間力
 
日本理解力

 留学等各種プログラム
実行力
適応力
自己管理能力

 
表現力
論理的思考力
創造力

 留学等各種プログラム
異文化理解力
プレゼンテーション力
共生・協働力
 
日本発信力

基礎力養成

実践力養成 集大成
応用力養成

さくら21プロジェクト（正課・正課外）

卒業論文・研究

　春季・夏季休暇を利用する海外短期語学セミナー。単位認定が
充実した交換留学と認定留学。大学を休学することなく留学し、4年
で卒業できる留学制度を整えています。 

半年～1年

半年～2年※

約4週間

【交換留学】 海外協定校を中心とした世界23大学

本人の希望する大学（本学協定校含む）への留学
1セメスター認定留学プログラム

【海外短期語学セミナー】

【認定留学】

留学しても4年間で卒業可能
※修業年限に算入する
　留学期間は、1年を限度とする。

※単位の修得状況によっては4年間で卒業できない場合があります。

　海外留学にかかる経済的負担を少しでも軽減して、国際経験を積んでもらうために、愛知大学では、給付
制の奨励金制度を用意しています。奨励金制度以外にも交換留学では留学先大学の授業料を免除、認
定留学では留学期間の本学授業料の減額制度を設けるなど、海外留学への経済支援を行っています。

海外留学奨励金制度

※他の奨学金と併給できない場合があります。

奨励金
給付

交換留学の場合 認定留学の場合
交換留学奨励金
● 1学期20万円
● 2学期40万円

認定留学奨励金
● 1学期5万円
● 2学期10万円

海外で学ぶ理由はさまざま。だから愛知大学は“選べる”留学スタイル
　海外で学びたい理由は、学生の数だけあります。愛知大学は、学生のニーズにきめ細かく応える多様な留学制度を整備。そのほか、各学部が独自
に実施する海外プログラムも豊富です。これらの制度を活用して、愛知大学からは年間約400名の学生が海外に飛び出していきます。日本語が通じ
ない環境で語学や専門科目を学び、日本での“当たり前”が通用しない異文化の中で問題を克服しながら生活した経験は、学生を大きく成長させてく
れます。また、グローバルラウンジやランゲージセンターなど、学生の語学力向上をサポートする学内設備も充実。名古屋キャンパスでは、学生一人ひ
とりのレベルに応じた毎日40分・年間100回の英会話クラス「毎日楽しくキャンパス留学」や「グローバルリーダー育成プログラム」を開講、豊橋キャ
ンパスでも「ランゲージカフェ」など英語に親しむプログラムを用意しています。さらに、愛知大学は外国人留学生の受け入れにも注力しています。日
本人学生と同じ4年間の課程を履修する留学生や海外協定校より派遣される学生など217名の外国人留学生が愛知大学で学んでいます（2018
年5月1日現在）。こうした留学生との交流を通じて、学生はキャンパスの中で生きた外国語や外国文化に接することができます。

日本理解I・II

日本発信基礎

日本発信応用

おもてなしTrip

日本文化体験教室

海外の大学生とオンライン交流

年次別
ステップアップ計画
　卒業時の「グローバル人
材」到達を目標として、どのプ
ログラムを通じてどのような力
をつけるかを年次別に表して
います。

■ クィーンズ大学
カナダ

■ モナッシュ大学
オーストラリア

■ ムラワルマン大学
インドネシア

■ バーミンガム大学
■ オックスフォード・ブルックス大学
■ ロンドン大学（※）

イギリス

■ ブレーメン大学世界経済・国際経営研究所
■ ブレーメン経済工科大学

ドイツ

■ オルレアン大学
■ パリ・ディドロ（第7）大学

フランス

注）（※）は本学国際中国学研究センター
（ICCS）との協定校・機関
注）（※※）は本学三遠南信地域連携
研究センターとの協定校・機関

■ 南開大学 ■ 北京語言大学 ■ 北京第二外国語学院 ■ 上海外国語大学
■ 復旦大学 ■ 上海交通大学 ■ 中国社会科学院研究生院 ■ 西北大学
■ 雲南大学 ■ 南通大学 ■ 中国人民大学 ■ 中央民族大学
■ 中国労働関係学院 ■ 内蒙古大学 ■ 東北財経大学 ■ 南京大学
■ 東北師範大学 ■ 厦門大学 ■ 東南大学 ■ 中国科学院地理科学与資源研究所（※）
■ 香港大学（※） ■ 香港中文大学（※） ■ 寧夏社会科学院（※） ■ 浙江大学（※）
■ 中国政法大学（※） ■ 石河子大学（※） ■ 武漢大学（※） ■ 北京大学（※）
■ 清華大学（※） ■ 華東政法大学（※） ■ 貴州大学（※※） ■ 上海師範大学（※※）

中 国海外提携校・機関（2018年4月1日現在）

■ シンガポール国立大学（※）
シンガポール

※交換留学、認定留学、協定校への留学、短期語学セミナー、現地プログラム、現地研究調査、現地インターンシップ、ダブルディグリー・プログラム、デュアルディグリー・プログラム、国際フィールドワーク、ハワイスタディーツアー、ハワイ大学短期研修を含む。

学部別海外派遣留学者数（2017年度実績）
法学部 経済学部 経営学部 現代中国学部 文学部 地域政策学部 短期大学部 大学院国際コミュニケーション学部 合計
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■ サウスイーストミズーリ州立大学
■ ハワイ大学マノア校
■ ハワイ大学コミュニティカレッジ 
■ トリード大学
■ カリフォルニア大学バークレー校（※）
■ カリフォルニア大学ロサンゼルス校（※）

アメリカ

韓国
■ 中央大学校
■ 建国大学校
■ 檀国大学校
■ 産業研究院（※※）

■ 国立台湾師範大学
■ 東呉大学
■ 輔仁大学
■ 金門大学

台湾

■ ナレースワン大学
■ コンケーン大学（※※）

タイ

■ ミーコラス・ロメリス大学
リトアニア

■ 貿易大学
ベトナム

2018年度国・地域別外国人留学生数（2018年5月1日現在）
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
中 国 2 1 9 4 4 3 34 31 2 12 102 4 7 11 17 21 38 151 9 3 1 13 1 1 14 82 83 165
中国（香港） 1 1 2  2 1 1 2
韓 国 2 2 1 2 3 2 12  12 3 3 3 11 4 15
台 湾 1 1 3 5 5 5  10 1 1 1 1 10 11
ベトナム 2 1 6 9 3 3  12 1 11 12
フィリピン 1 1  1 1 1
ミャンマー 2 2  2 2 2
インドネシア 1 1 2  2 1 1 1 1 2 3
マレーシア 1 1  1 1 1
アメリカ 1 2 3  3 1 2 3
フランス 2 2  2 2 2
総 計 2 1 11 5 7 4 39 37 6 24 136 7 17 24 17 21 38 198 12 4 1 1 18 1 1 19 102 115 217

※中国研究科（博士課程）２年次生にはICCS分拠点入学７名（男６、女１）を含む。
※中国研究科（博士課程）５年次生にはICCS分拠点入学１名（女）を含む。
※上記一覧は2018年５月１日現在、正規課程に在籍する外国人留学生数	193名に協定留学生24名を含んだものである。
※本一覧には2018年４月26日教授会決定の学籍異動を反映させている。

36


